








この授業で行った方法は ｢質問書方式｣､ ｢3法｣､ ｢読書百遍｣ 及び ｢グループ討論｣ の
４つの方法を修正して組み合わせたものである｡ 簡単に言うと､ 問題意識を持って､ 何度も読
み､ グループ討論により深め､ 最後に質問を無理にでも考えることにより､ 事物を多面的に把
握するのである｡ 最初に４つの方法を説明する｡
１. １ 質問書方式















キーワード：質問､ 考える力､ 教育実践､ 読書百遍､ 多読
要 約
この論文は､ 前回 [１] に引き続き講義 ｢見えない世界｣ での教育実践の報告である｡ この講義は質
問を作ることを軸として､ 何度も読むことにより､ 多面的に考える力と読む力をつけることを目標と























(質問､ 疑問を作る)､ (読む)､ 
(暗唱する) 及び (復習する) の
５つのステップである｡
この教育実践でとり入れた部分は ｢質問－＞答え｣ の流れをとり入れる点である｡ しかしな
がら3とここでの実践とは大きくことなる点がある｡ 本来の3法では文章に対する
質問を作るのは読者であり､ １回目ので質問・疑問を作り､ ２回目以後でその答えを







｢読書百遍義 (ぎ) 自 (おのずか) ら見 (あらわ) る｣ という言葉がある｡ これは ｢どんな




る｡ 例えば､ １年生のゼミでデカルトの ｢方法序説｣ を30 回読み､ 理解の程度を１回ごとに
記録した｡ それによると､ 読む回数が増えるほど理解力の平均値は増した｡ 30回まで上がり続
けている｡ なかには15回ぐらいまで全く理解ができなかったが､ 15回を過ぎてから急に理解が














質問書方式は良い方法だが､ 著者の所属する学科 (短大生活学科) で行う場合一つの問題点
がある｡ それは講義を聴くだけではなかなか一度では理解できない学生が多いことである｡ も

























３. その回の授業内容に関する10問程度の設問を書いた設問用紙を配り､ 説明する｡ これに










目では８分の時間を与えた｡ このように短い時間でも､ 最初は３､ ４分も集中が続かな
い学生もかなりいる｡ 教室にストップウオッチを持ち込み､ ゲーム感覚で何とか８分持
たせようと四苦八苦する｡ あと２分くらいになると､ もう２分だから頑張れと声をかけ














５. 次に､ 教員が同じ資料を朗読しながら説明する｡ この間学生は答えることができる設問
に関しては答えている｡ 設問用紙がある種のノートの役割をはたしている｡ 時間は内容
にもよるが長くとも20分程度である｡
６. 教員の説明後､ 少し時間を与えて (10分強) 文章を黙読しながら設問の答えを書かせる｡
７. 設問の回答用紙を学生同士で交換し､ 先生の回答を聞きながら採点できる部分は採点す











10. 最後に上記質問に関しても交換し､ 採点者に評価してもらい､ 提出する｡
３. 授業 見えない世界
上記のような授業の結果がどうであったかを述べる前に ｢見えない世界｣ という講義につい
て簡単な説明をする｡ この授業は授業名から推定されるような怪しげな内容 (超常現象等) の
講義ではない｡ 学生と話していると物事の表面だけを見て判断することが多いと感じることが












ないのは､ 読んでも理解できないからである｡ ここでは愚直な方法だが､ ｢何度も読めば文章
の意味は分かる｣ ことを体験させることが第一の目的である｡ 理解する方法を知ることは､ 読
書離れへの一助になるのではないかと考えている｡
第二の目的は疑問・質問を作る力をつけることである｡ 山手学園の教育理念の一つに ｢自学
自習｣ がある､ これができるための第一歩は自分で疑問・質問を考えつけることである｡ また








的なことで､ ある目的を持って討論する経験は少ないので､ 体験させることが重要である｡ ま
たこのことは､ 内容を理解させる上でもまた質問を作る上でも一助になればよいと考えた｡
2009年度の具体的内容は ｢何故書物を読む必要があるか｣ ｢読書百遍義自ら見る｣ ｢質問､ 疑
問の大切さ｣ ｢社会と個人を理解する｣ ｢多元知能｣ ｢食品添加物｣ ｢暗くて見えないもの｣ ｢電













｢私は､ この授業を受けるまでは全く ｢文章を読む｣ ということはしませんでした｡｣










んできた教師からすると､ 読むとは理解しながら読むことだと思っている｡ しかし､ 学生にとっ
ては ｢理解しながら読む｣ 以外に ｢字面をおっていくだけ｣ の読みがあり､ 読書になれていな











る｡ またこの言葉自身の意味も理解できない｡ したがって一度読んで､ 分からなかったらそれ
までであり､ それ以上は読もうとしない｡
｢初めての授業で ｢文章を何度も読むと分かる｣ ちうプリントを読んで､ 最初はよく意味が
わかりませんでした｡ 私は ｢分からないものは分からない｣ と思っていましたし､ 読んでも分
からない本や文章は､ 読もうとしなかったからです｡｣
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｢正直､ はじめの頃は先生が ｢何度も読むと分かる｣ と言っていた意味が分からなかったけ
ど､､､｣
｢私は､ 文章を何度読んでも､ 分からないものは分からないと思っていたし､ 分からないか
ら読むこと自体あきらめていました｡｣








｢眺めていくだけの読書｣ から ｢理解する読書｣ へ変えていくためには２つのことができる
ようにならないといけない｡ ｢理解しようとする意欲を持って読むこと｣ と ｢何度も読むこと｣
である｡ さて ｢理解する｣ と言っても､ そのこと自身が理解できないため､ 単に理解しながら
読んでくれと言っても読書経験の少ない学生には通じない｡ そこで文章に関連した設問を予め
与えておいて､ その文章の回答を探すつもりで読んでもらうのである｡ このように設問を与え






























ました｡ 文章を普通に読んでいたら､ その言葉の一つ一つ､ 流してしまって読むことになりま













読むことになります｡ これについては ｢質問・疑問の能力は高まったか｣ で述べます｡
４. ５ 読書の広がり
何度も読んで理解できることは楽しいこととなり､ 次に繋がる｡
｢私は､ 文章を読むことが大嫌いで､ 理解しょうともしませんでした｡ しかし､ 見えない世











文章を読むことの抵抗で一番多いのは ｢理解ができないから｣ である｡ これに対して何度も
読むという､ 時間がかかる愚直な方法だが､ 具体的方法を示し体験させたことは､ 文章を読み
始める､ よいきっかけになったと考える｡
５. 質問・疑問の能力は高まったか
この講義の目的の二つめは ｢疑問､ 質問を作る力をつける｣ ことである｡ 質問を作ることは
この講義の最大の難関だが､ 質問をつくる能力は高まったであろうか｡ かなり高まったことを




考える｣ ことが課せられる｡ これには多くの学生が驚く｡ それは､ これまでそのような課題を
課せられたことが無く質問を作るなどの経験がほとんど無いからである｡













































い点に関する質問である｡ しかし､ そのような質問でも漠然とした感じしかなく､ 明確な形で
質問になるには､ 一歩の前進が必要である｡
｢話を聞いたり､ プリントを読んだりするときに ｢これはどういうことか？｣ と考えながら
読むようになりました｡ 意識して読むことによって ｢そのプリントのここはわかるけど､ ここ










































































































することと､ テーマを定めた討論を経験することが目的である｡ グループは４名で､ グループ
メンバーは乱数を発生させて定め､ 途中でグループを変えることは行わなかった｡ 討論テーマ
は教員が用意し､ 各回の内容の理解をより深めるものにした｡ 討論時間は凡そ10分である｡ 詳





無理だと思う点を話し合って下さい｣ ｢あなたの経験 (あるいは考え) から習熟度別学習の良
い点と悪い点を討論して下さい｡ またあなた方はどちらを受けたいですか｣ ｢あなたは､ 困難
があっても､ 多くのグループに入って活動したいと思いますか｡ グループに入らないと成長は
難しいです｡ さてどう考えますか｣ ｢多元知能のアンケートの結果に対して感想を話し合って
下さい｣ ｢あなたは､ 食の安全のために､ 個人的にはどういう食生活をしたいですか｣ ｢真っ暗
の中で観測できるカメラがあったらどんなことに使いたいですか｣ ｢今日の質問集のコメント




























｢グループ討論はあったほうが良いと思いました｡ 自分は ｢絶対にこうだ｣ と思った考えも､
グループ討論を通じて相手の意見を聞くことで ｢自分の考え以外にもそのような考えがあるん
だなあ｣ と新しい意見を知ることができたのでグループ討論はあったほうが良いと思いました｡｣
見えない世界ではグループ討論は始めての経験だったが､ 楽しい､ 他人の意見を知れる､ 認
識が深まる等のよい点があった｡ グループ討論はいろいろな可能性を持っているようだ｡
７. 見えない世界が見えたか
見えない世界は ｢物事の裏や原因あるいは､ いろいろな理由で見えない部分を考える｣ きっ
かけになる授業を目指して2002年より始めたものである｡ その目標は達成できたであろうか｡
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